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新 しく開発 された経ロニューキノロン系抗菌薬pazufloxacin(PZFX)の 婦人科領域感染症に対

する臨床的検討を行った。

対象 とした婦人科領域感染症患者12例 の内訳は,子 宮内膜炎3例,卵 管炎4例,バ ル トリ

ン腺膿瘍1例,バ ル トリン腺炎1例,乳 腺炎1例,腟 断端膿瘍2例 であった。投与方法は本薬

1回100～200mgを1日2～3回 経口投与 した。投与期間は5～7日 間であった。

臨床効果は,効 果判定不能の2例 を除 く10例 がすべて有効であった。細菌学的には,1例 よ

りEnterobacter aerogenes1株 が分離され,投 与により消失 したが,Corynebacterium sp.が 交代菌

として出現 した。 また投与症例中本薬によると思われる副作用は,1例 で胃部不快感 と下痢が

認め られた。臨床検査値の異常変動は認め られなかった。

Key words: PZFX, 婦人科領域感染症, 臨床的検討

Pazunoxacin(PZFX)は 富山化学工業株式会社で創製 さ

れ,1992年 より富山化学工業株式会社 と株式会社 ミ ド

リ十字により共同開発が進め られている新規経ロニュー

キノロン系抗菌薬である。 ピリドベ ンゾオキサジン環の

10位 に1-ア ミノシクロプロピル基を導入 していること

を構造的特徴 とする1)。

本薬は,グ ラム陽性菌か らPseudonas aeruginosaを

含むグラム陰性菌に対 して,広 範囲な抗菌スペク トルを

有 し,そ の強い抗菌作用は殺菌的である。 また各種動物

における経 口投与で,半 減期が短いにもかかわらず,高

い血 中濃度が得 られると共に良好 な炎症巣移行性 を示

し,各 種実験的感染症 に対 して十分な治療効果 を示す1)。

今回,我 々は婦人科領域感染症に本薬 を使用する機会

を得たので,そ の臨床成績について報告する。

1992年7月 より1993年7月 までに岡山大学医学部

附属病院お よびその関連施設の産婦人科 を受診 した婦人

科領域感染症患者12例 を対象 とした。 その内訳は,子

宮内膜炎3例,卵 管炎4例,バ ル トリン腺膿瘍1例,バ

ル トリン腺炎1例,乳 腺炎1例,腟 断端膿瘍2例 であっ

た。 また年齢は20歳 か ら71歳 であった。

投与方法 は1回100～200mgを1日2～3回, 5～7

日間経口投与 した。

なお本試験ではあらか じめ被験者本人に対 し試験内容

を説明 し,同 意 を得 た上で実施 した。

臨床効果はCRP,白 血球数,赤 沈値(1時 間),起 炎菌お

よび臨床症状などの推移によ り,著 効,有 効,無 効,判

定不能の4段 階で判定 した。また本薬投与開始前,投 与

中および終了時 に,血 液学的検査 として赤血球数 ヘモ

グロビン値,ヘ マ トクリッ ト値,血 小板数 白血球数

白血球分画,赤 沈値(1時 間),血 液生化 学検 査 として

s-GOT, s-GPT, ALP, ビリル ビン(総 ・直) ,LDH,γ-GTP,

LAP, BUN, S-ク レアチニン.血 清電解質(Na,K,Cl),CRP,

尿検査 として蛋 白,糖 ウロビリノーゲン,沈 渣,潜 血

を実施 し,本 薬 による影響の有無 を観察 し,本 薬 との因

果関係が否定できないの ものについて臨床検査値異常 と

した。 同様 に本薬投与中に発現 し本薬 との因果関係が否

定で きない随伴症状は副作用 とした。

Table1に 本薬投与症例 の年齢,診 断名,分 離菌,MIC,

臨床所見,投 与量,臨 床効果お よび副作用 を示 した。 ま

たTable2に 各症例 を疾患別 に分類 し,そ れぞれの有効
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Table 1. Clinical results of pazufloxacin

Table 2. Clinical efficacy of pazufloxacin on diagnosis
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率 を示 した。

臨床効果は,子 宮内感染の子宮内膜炎2例,子 宮付属

器炎の卵管炎3例,外 性器感染症のバル トリン腺膿瘍1

例,バ ル トリン腺炎1例,そ の他の乳腺炎1例,腟 断端

膿瘍2例 がすべて有効であった。なお初診時以降来院 し

なか った子宮 内膜炎1例 お よび感染症 状が不 明確 で

あった卵管炎1例 を臨床効果判定か ら除外 した。

細菌学的 には,1例 よりEnterobacter aerogenes 1株 が

分離 され,投 与により消失 したが,Corynebacterinm sp,が

交代菌 として出現 した。

また投与症例 中本薬によると思われる副作用 は,1例

で胃部不快感 と下痢が認め られた。いずれも投与終了 日

に発現 し,軽 度で,無 処置のまま投与終了10日 後 に消

失 していた。一方臨床検査値については本薬 と因果関係

のある異常は認められなかった。

以上の結果 よ り,本 薬の婦人科領域感染症 に対する有

用性が示唆 された。
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The clinical effects of pazufloxacin (PZFX), a newly developed, oral antibacterial agent of new 
quinolone line, on gynecological infections were examined. 

The subjects of 12 patients with gynecological infections were classified into 3 cases with endometritis, 
4 cases with salpingitis, 1 case with Bartholin's abscess, 1 case with bartholinitis, 1 case with mastitis, 
and 2 cases with vaginal stump's abscess. This drug at doses of 100 to 200 mg was p.o. administered two 
to three times a day. The period of administration ranged from 5 to 7 days. 

The clinical effects were effective in all 10 cases except for 2 cases of unable assessment. Bacteriolo-
gically, 1 strain of Enterobacter aerogenes was isolated from 1 case, but hardly eliminated after admini-
stration of the drug, and Corynebacterium sp. appeared as replacing bacteria. Also, as adverse reactions 
attributable to this drug, stomach discomfort and diarrhea were observed in 1 case. No abnormal finding 
in laboratory test was observed.


